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檜山医院  院長　檜山  清水（さくら市）

　一生懸命介護をしていても、寝たきりになるとどうし
ても避けられないのが床ずれです。その悪化はさらに介
護の負担増になることも。
　では、床ずれの急性期の症状とは？また、気を付けな
ければいけない合併症とは？
　寝たきり状態が長く続くと、その圧迫部位に発
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紫色、そして黒
く硬いかさぶたと変化する場合には、むしろ深いこともあ
り、周りの皮膚も弱くなって注意が必要です。また、汗や尿・
便失禁で浸

しんなん

軟（ふやけた状態）が続くとシーツやおむつな
どの小さな“よれ ”でも床ずれができやすくなり、さらに床
ずれと思っていた紅斑に、消毒剤などによる接触皮膚炎を
起こしていたり、また、皮膚真菌症（カンジダ皮膚炎）や
細菌感染症（蜂

ほ う か し き え ん

窩織炎）などを合併していることもあります。

　在宅での床ずれケアは、こうした浸軟状態の改善が必
要となります。こまめに洗浄し乾いたタオルで拭き、撥
水効果のあるクリームやワセリンを塗ることも大切です。
また持病の悪化などで急に床ずれが悪くなることがあり
ます。何カ所にも大きな床ずれができて在宅治療が困難
になってから、入院治療ができる病院を探すのは大変です。
　不安に思った時には、介護の相談窓口となる地域包括
支援センターなどへ相談を考えてみるのもひとつです。
例えば入浴が難しくなった場合には、巡回入浴やデイ
サービスの利用、寝返りが難しくなった場合には、専門
スタッフのアドバイスを受け、適正な除圧マットレスを
選ぶなどの対応も必要です。
　最後に、在宅での床ずれケアは、全身的な管理が最重
要です。かかりつけの先生、そしてさまざまな専門家に
相談しながら床ずれケアにあたってください。

第24回「床ずれ（褥
じょくそう

瘡）の予防と在宅ケア」

　市では、窓口でお待ちいただく時間をできるだけ短縮
し、スムーズにお渡しできるよう、窓口延長時（毎週月
曜日の 17：15 ～ 19：00 ※月曜日が休みの場合は翌日）
のマイナンバーカード受取に「事前予約制」を導入して
います。

　窓口延長時のカード受取を希望される方は、事前に市
民課までお電話ください。
※通常の業務時間帯（8：30 ～ 17：15）は予約不要です。
　受取には 20 分程度かかりますので、時間には余裕を
　持ってお越しください。

　老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）は、20 歳
から 60 歳になるまでの 40 年間保険料を納めなければ、
満額を受け取ることができません。
　国民年金保険料を納め忘れたことなどにより、納付済
期間が 40 年間に満たない場合は、60 歳から 65 歳にな
るまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めるこ
とにより、満額に近づけることができます。

　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済
期間や免除期間などが原則として 10 年以上必要となり
ます。この要件を満たしていない場合は、70 歳になる
まで任意加入することができます。
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金
に任意加入することができます。詳しくは、市役所、ま
たは年金事務所にお問い合わせください。

　　令和元年 10 月号 11

　インフルエンザの発病、重症化を防ぐには予防接種が
有効と言われています。市では、下記の方を対象にイン
フルエンザ予防接種費用の一部助成を行っています。
接種期間／ 10 月 1 日（火）～令和 2年 2月 29 日（土）
接種回数／① 1人 2回、②～④ 1人 1回

①②の方の助成額／
　1回 1,000 円　※接種費用の差額を医療機関窓口でお支払いください
③④の方の自己負担額／
　1,000 円　※医療機関窓口でお支払いください
持ち物／健康保険証・予診票
そのほか／経鼻インフルエンザワクチンは対象外です。

医院名・病院名 電話 医院名・病院名 電話 医院名・病院名 電話
池田クリニック ☎（４３）０２０７ 後藤医院 * ☎（４４）２３２３ 橋本医院 * ☎（４３）０４０６
上田医院 * ☎（４３）７７６６ きうち産婦人科医院 * ☎（４３）５６００ 村井医院 * ☎（４３）００６４
大島整形外科医院 ☎（４３）５１００ 国際医療福祉大学塩谷病院 * ☎（４４）１１５５ 村井胃腸科外科クリニック* ☎（４０）３０５５
尾形クリニック * ☎（４３）２２３０ 佐藤病院 ☎（４３）０７５８ 矢板南病院 * ☎（４８）２５５５
かるべ皮フ科小児科医院 * ☎（４３）１２１０ なかじまクリニック ☎（４８）７７０１谷仲医院 * ☎（４８）０８００
かわしま循環器内科 * ☎（４３）５４７０ 西川整形外科 * ☎（４８）２５５２ 山田クリニック * ☎（４８）１２１２
※医療機関によって実施期間が異なる場合がありますので、事前に医療機関にお問い合わせください。

対象（※矢板市に住民登録がある方に限る） 実施医療機関・予診票について
①生後 6カ月以上 13 歳未満の方 【実施医療機関】下表の市内医療機関（*）に加え、塩谷地区（さくら市・

　高根沢町・塩谷町）の実施医療機関でも接種できます。
【予診票】医療機関にありますので、予約の上、直接受診してください。
※塩谷地区以外で受ける場合は、事前に子ども課での申請が必要です。

② 13 歳以上 18 歳に達する日以後の最初の 3月 31 日
　までの間にある方

③接種日に 65 歳以上の方 【実施医療機関】下表の市内医療機関に加え、県内の実施医療機関でも
　接種できます。
【予診票】医療機関にありますので、予約の上、直接受診してください。
※県内の実施医療機関以外で接種する場合は、医療機関の窓口で一旦接種費用を
全額お支払いいただき、後日、担当課に必要書類（予診票、領収証、申請書な
ど）を提出していただく、償還払いとなります。

④ 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、
　またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障が
　いがある、身体障害者手帳 1級相当の方

　日本人の死亡原因の 3位は肺炎です。特に高齢者や
免疫不全の方は重症化しやすく、肺炎で亡くなる方の
95％以上が高齢者です。そこで、高齢者用肺炎球菌ワ
クチンの予防接種費用を一部助成します。高齢者用肺炎
球菌ワクチンは、肺炎の原因となりやすい 23 種類につ
いて感染を予防する効果があります。
　希望される方は、申し込みが必要です。医療機関で接
種を受ける前に、必ず健康増進課へお越しください。

対象（令和元年度）／※矢板市に住民登録がある方に限る
①65 歳以上の方（昭和 30 年 4月 1日以前生まれの方）
②60 歳以上 65 歳未満（昭和 30 年 4月 2日生～昭和 35
年 4月 1日生まれの方）で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、
またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障
がいがある、身体障害者手帳 1級相当の方

個人負担額／ 4,000 円　※医療機関窓口でお支払いください
助成回数／生涯 1回のみ　※過去に助成を受けた方は対象外

　令和元年度矢板市国民健康保険（35歳以上75歳未満の方）
の人間ドック・脳ドックの費用助成について、定員にまだ余
裕があるため、引き続き申請を受け付けています。この機会
にぜひご利用ください。なお、特定健診未受診者に限ります。

※令和2年2月末までに受診できるようにお申し込みください。
※申請をご希望の方は、保険証をお持ちの上、健康増進
　課までお越しください。
※定員になり次第、締め切ります。


